
一　
５
月
１７
日
。
２
か
舟
半
パ
リ
に
訪

・れ
た
福
島
県
郡
山
市
の
今
泉
限
科
病

一院
は
、
東
日
本
大
震
災
で
損
壊
し
、

５
階
ま
で
の
建
物
全
体
が
工
事
用
シ

ー
ト
で
覆
わ
れ
て
、　
一
見
そ
れ
と
わ

か
ら
な
い
ほ
ど
だ

っ
た
。

「
結
構
、
や
ら
れ
た
な
」
。
年
に

１０
日
ほ
ど
、
こ
こ
で
眼
科
手
術
を
請

け
負
う
服
部
鴎
志し
（４７
）は
ヽ
被
害
は

想
像
以
上
だ
と
感
じ
た
。

き
ょ
う
の
仕
事
は
、
２
件
の
自
内

障
手
術
。
背
広
姿
の
ま
ま
手
術
室
に

入
る
。
無
言
で
手
術
着
に
着
替
え
、

ゴ
ム
手
袋
を
は
め
る
と
、
服
部
は
す

ぐ
手
術
用
顕
微
鏡
に
向
か

っ
た
。
眼

科
で
は
比
較
的
簡
単
な
手
術
と
さ
れ

る
が
、
１
万
件
超
の
経
験
を
持

つ
服

部
の
手
並
み
は
圧
巻
だ
。

極
小
の
メ
ス
を
茶
色
く
濁

っ
た
水

晶
体
に
差
し
入
れ
、
患
部
の
硬
さ
を

指
先
で
確
か
め

つ
つ
、
適
切
な
深
度

で
ぴ
た
り
と
止
め
る
。
次
い
で
、
切

開
部
に
超
音
波
を
発
す
る
筒
状
の
器

具
を
挿
入
し
た
。
そ
れ
で
患
部
を
砕

き
、
取
り
出
す
作
業
は
５
分
ほ
ど
か

か
る
の
が
通
例
だ
が
、
ま
ば
た
き
も

し
な
い
集
中
力

で
、
服
部
の
処
置
は

常
に
１
分
以
内
。
迷
い
も
無
駄
も
な

い
手
業
は
、
出
血
や
痛
み
を
最
小
限

に
抑
え
込
む
。

「
さ
あ
。
も
う
大
丈
夫
」

手
術
台

で
患
者

の
女
性
が
拍
子
抜

け
し
た
よ
う
に
表
情
を
緩
ま
せ
た
。

服
部
は
孤
高
の
眼
科
医
だ
。
開
業

医

で
も
勤
務
医
で
も
な
く
、
大
学
病

院
の
医
局

に
も
属
さ
な
い
。
各
地
の

病
院

で
手
術
を
請
け
負

っ
て
資
金
を

稼
ぎ
、

こ
こ
１０
年
来
、
眼
科
治
療
の

技
術
が
遅
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
渡

っ
て

は
、
貧
し
い
人
た
ち

に
無
償
で
手
術

を
続
け

て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
通
い
を
始
め
て
間
も
な

い
頃
、
資
金
調
達
に
苦
労
し

て
い
た

服
部
に
、

「
う
ち
で
や
ら
な
い
か
」

と
仕
事
を
く
れ
た
の
が
、
今
泉
眼
科

病
院
の
院
長
、
今
泉
信

一
郎
（
７０
）
だ

っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
の
医
師

を
受
け
入
れ
、
国
際
交
流
に
理
解
が

あ

っ
た
が
、
何
よ
り
服
部
の
腕
に
ほ

れ
込
ん
で
く
れ
た
。
以
後
、
服
部
は

他
の
病
院
の
紹
介
も
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
活
動
は
軌
道
に
乗

っ
た
。

だ
が
、
恩
人
の
病
院
は
３
月
＝
日

に
起
き
た
震
災
で
病
棟
が
壊
れ
、
入

院
患
者
の
受
け
入
れ
が
不
能
と
な

っ

た
。
収
入
減
は
深
刻
だ
と
い
う
。

手
術
を
終
え
た
服
部
が
事
務
筆
に

出
向
く
と
、
ボ
ー
ド
上
の
非
常
勤
医

７
人
の
名
前
が
す
べ
て
消
さ
れ
て
い

た
。
今
泉
と
顔
を
合
わ
せ
る
。
∧
ク

ビ
の
話
は
言
い
づ
ら
か
ろ
う
。
こ
こ

は
自
分
か
ら
申
し
出
る
べ
き
だ
∨
―

―
。
服
部
は
切
り
出
し
た
。

「
先
生
。
年
内
い

っ
ぱ
い
、
給
料

な
し
で
働
か
せ
て
も
ら
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
手
術
、
何
件
入

っ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
」今
泉
は
目
を
潤
ま
せ
て

し
ば

ら
く

黙

っ
て
い
た

が
、

「
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
言
う
と
、
頭
を

下
げ
た
。
服
部
が
今
泉
の

手
を
握

っ
た
。

夕
刻
、
今
泉
病
院
を
後
に
し
た
服

部
は
、
郡
山
の
駅
前
通
り
を
歩
い
た
。

震
災
の
せ
い
だ
ろ
う
。
以
前
に
比
ベ

て
街
の
ネ
オ
ン
が
寂
し
い
。
無
報
酬

で
の
手
術
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
活
動
資

金
の

一
部
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
け

れ
ど
、
今
は
被
災
地
の
、
恩
人
の
役

に
少
し
で
も
立
ち
た
い
。

街
の
あ
ち
こ
ち
に
、

「
が
ん
ば
ろ

う
福
島
」
の
重
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
地
が
未
曽
有
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
日
、
服
部
は
ベ
ト
ナ
ム

の
病
院
で

一
心
に
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い

て
い
た
。
　

　

　

　

　

（
敬
称
略
）

被
災
地
へ
恩
返
し
の
メ
ス

震災で壁が損壊 した病院内を見回る服部 さん。手術

の必要な患者 が入院で きな い非常事態 に言葉 を失 っ

た (17日、福島県郡 山市で )=竹 日津敦史撮影

Ｄ
感
想
を
、
〒
５
３
０
●
８
５
５
１

（
住
所
不
要
）
読
売
新
聞
大
阪
本

社
社
会
部

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
は
０６
。６
３
６
１
●０
７
３
３
、

メ
ー
ル
は
ｏ
∽
伊
腐
伊
Ｎ
⑥

く
ｏ
Ｓ
ご
二
ｂ
ｏ
Ｓ
で
す
。


